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やさしい

地質学⑨

生物

は進化する(堪)

前章では私たちと同じ人類畑的入類(跳醐

sapiens)が洪積微の最後の時期一上部洪積世に生れ花

ことまで触れまし淀ね由

時は1868年｡フランスのクいマ鴛灘ン禰窟から鉄

道工事の際に偶然発屍慈れた人骨を出発点として次冷

に見出された人骨や動物の骨1牙そして看籍や貫殻製首

飾り注ど.これ秘ク湧マ黒嚢ン人(c鮒鵬騨㈱)お

その生活の跡でしたぬ(鶏94図)串

彼や彼女たちは嚢一篇ツバ観アジア曲アフジ勿静粛

北アメリカ海ど紀わたりで生活してい蛮した皿それは

クロマニヨン人従ちのな薄様らや生清の跡秘それらの

地方から見出されるこをからよくわかり蜜す､ζの

人たちは先のネアンデルタｰル人とほ比べようのない

位の立派な石器や骨細工などのいろいろな芸術作品を残

しています.彼らの残した文化はその初めころのも

のをオｰリニアック文化申聞のこるをソリ狐一トレ文

化とよびそして洪積世文化の最後の党といわれてい

るマドレｰヌ文化紀蓼騰してい蜜す(前章第鯛図)自

これから後は沖積憧初期の申石籍文化にとって代わら

れることに在り蜜す曲

紙数の節約上急いで属本に胃を移し要しい山

さて洪積世の筒本に人類が窪んでいたのでし“か串

そうです.住んでい凌し危害それも繁一概ツバの

例にみられるような洞窟の中や河岸段丘の礫層の中では

泣くて今まで誰1人火山灰の降り積った土層である

岸本文男

からとして注意を払わ匁かった関東ロｰム層の中に古

い時代の員本の人類秘彼らの作った石器や生活のあと

を残していてくれ淀のです｡窓す淋火山園日本らい'

誘ですね｡その発蒐は蝸壌年令から警年前の桐生

㌔物じ瞬く

帝郊外の岩槍においてのこ&です(篤鯛1鍋図)古

明治大学者宵学研究室の発掘調査によって興味勅る

事実が明らか終慈れ濠し淀｡それにはこう述べられて

い蜜す岳

ザ縄文時代早期の土器をふくむ層は黛懲の蓑土層にかぎ島れ

その下層の赤土の串にい毅蜜で縄文時代には見だこ&のない

形の石器をふくむ層が上下簑層にわかれてはさ讃虹ていた｡

しかもそれらの層の中からはまったく土器を発見できず

したがってそれらの肩器はまだ土器をつくることを痢らな

い人々が残したものであることがわかってきた｣と.

このような察実秘わかる前には明治鑓隼来幾らか

の学曹の閥で洪積抵の往風の生活の跡があるかないか

年ついているいる鴬屍秘か涛)魯れてい巌し淀､&く

に1蜘年には兵庫県の朗看の海津から人闇の麟脅の破

片が採敢され蜜し湖婁これ淋直立猿人や就京原人紀匹

敵する古い人類のもの恋として発覚後20年淀りてから黒

ヅポナント減フス苗ア動シ渓シシ巧冊､岬至岬楓鍬飾鮒鞭警

ak鯛脇鵬至竃)と命名窓れ大藩独論議を呼び凄した,

(第96図)｡しかし翌9郷年紀発掘調査瀞され蜜し花が

かつて籍屍慈れた人骨を産出し把地層が確認で巷ずし

第94図�
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がも新たな標本も得られずじまいにな形て結局のとこ

ろ現在もナゾのままになっています.筆者もこの調

査に加わりましたカミ頼っていたような成果もなく金

もなくなってガッカリして引き揚げ裏した.

そこえ1959年の岩宿遺跡の発見となったのですから

これをきっかけとして考古学会は湧巷淀ち地質学者の

協力の下に新発見の石器文化一無土器文化一の究明に

のりだしました.赤土の層の中も河岸段丘の粘土層

の中も洞くつに堆積した堆積物の中も探られました.

そして･…東京板橋の茂呂長野諏訪の茶目山それか

ら瀬戸内北海道九州へと無土器文化の跡ポあいつい

で発見されて現在までにその数は数10に達しています.

くずう

これらの遺跡のほかに1954年には栃木県葛生の石

灰岩採石場からネアンデルタｰル人に相当する人骨カ茎

みつぴ

またごく最近には愛知県牛川と静岡県三カ目の各石灰

岩採石場の洪積世末の地層から人骨ポそれぞれ発見さ

れて目下研究が続けられてv'ます.ところカミ面白v･

ことには両化石人とも'石器を使ってv'ないことが明

らかになりました.無土器文化の文化人たちの世界と

まったくの猿人とのつなぎ目を担った人たちなのでしょ

うか.今後の研究結果の待たれるところです.

このように考古学者たちの研究が活発になりました

カ三それに､ともなって地理学者や勘質学者の間で以

上の人骨や看籍などを出土した湧榊姦属そのものの研究

がとても活発になって慧凄し花｡しごく娑然のごと

でしよう､いわゆる物事が自然悠発展するよりも

相互に関係をもって刺激し合ってジグザグに発展して

ゆくというよい例です.

さて今までの関東影一ム層～醤さんが関東地方の

いたるところで員虹窓れる粘土の層冬になるを霜柱を

楽しん芯ゆ不平をいりたりする藩の稼土～の研究の

結果は上から下蛮で一様にみ免るこの関東濠一'ム層カ蔓

幾つかの層の細分で慈るζ教を教免てい漢す､そして

ζの啄一ム層は洪積棋の帝興から終り窯での長い期闘

第95鰯幾縞滋跡(無上籍笈他の騒初の繁覚飽)

にわたって騎続して堆積したことカ書わかりました.今

では南関東では逸っに匿別されて古い方からそれぞれ

多摩ロｰム下末吉ロｰム斌蔵野ロｰム立川ロｰム

とキばれ古い石器はこの中でも立川ロｰムに限って発

見されています.

北関東では3つに区分されて同じく古い方から下

部ロｰム中部ロｰム上部ロｰムとよぱれていますが

古い石器の発見されるのは中部ロｰムと下部ロｰムの

部分です.

火山カミ何回か爆発して盛んに火山灰を降らすよう恋時

代にもきびしいながらも人間の生活できる環境があ

ったのです.もちろん人問の集団的注知恵が生活環

境を改善していったのに違いありませんカミ.

そのころの人々の生活をのぞいてみましふう.

まず考古学者はこの無上嘉文化の時代を使ってv'

た道具からみて古い方から次の4つの時期に分けて考

第g6図
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癖澱寮{一茎汽彬秘

第g7図

石器の

三､{いろいろ

えています(第97図).

1)礫器や握槌をつくった時期

2)ナイフ型の肩器を特徴とする時期

3)尖頭器を主体とする時期

4)細肩器の時期

この4つの時期を大陸の石器時代にあてはめますと

その旧石器時代と中石器時代とに相当してv'ます.地

質時代からいうと1)～3)は洪積世4)は洪積世の

終り頃から沖積世の初めごろに当ります.

1)の時代に相当する遺跡としてはっきりしている

のは群馬県に3カ所あります.新里村の不二山伊

勢崎市の権現山そして前述の岩宿の各遺跡カ三それです.

その中でもっとも古いものは不二山遺跡です秘出土

した石器は安山岩と玄武岩を材料にしてい濠す由そ

の石器の表面はかなり風化していてその背きを物語り

ています.出土した下部ロｰム層は独万年よ抄も繭

に堆積したものでその状態からみ蜜すを驚一篇ツバ

で時代と場所によって少しづつ形も材料も異なっ

ています.北海道･東北･中部地方にかけては彫刻刀

型のもの関東･中部以西ではナイフ型の石器とわかれ

ているようです.

この時代の古人たちは彫刻刀石器で骨･石･木をほ

ったり削ったりしていましたし遺跡からみますと

径10c㎜位の河原の礫を集めて石器作りをやっていた

ようです.まだ洞窟生活ではたく台地に住んでv･ま

した.

その石器の材料は北海道では黒輝石東北では硬質

頁岩中部以西では安山岩カミもっぱら用いられている

おもなものです.

3)の時期の石器(第97図)はごらんのとおりの槍先

形のもので北関東から中部山岳地帯にかけてとくに

った頁岩で作られ権現山の握樋は中部ロｰム層がら

出土し数万年前のものといわれています｡いずれも

どん狂生活だったかはよくわかってい凄せん｡

2)の時期の石器はかなP進歩した技術紀よるもの

第98図入ケ岳東ろく矢田川遺跡付近(渡瀬元子氏撮影)�
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よく出土しています､群馬県の元宿遺跡でみますと

上部ロｰム層の中の2枚の浮石層にはさまれた部分から

出土しています.1万年前までの時代です.

この石器の材料はおもに黒輝石･安山岩･頁岩･

水晶･チャｰトです.

この尖頭器とともによく出土する掻器(第97図)･二石

錐･削器･彫刻刀などの石器から考えると小動物桂と

を殺し皮をはいで着たり肉を削って食べたりまた

木の実をつぶしたりしていたように思えますカミたしか

な生活の状態はよくわかっていません.

4)の時期になりますと生活の様子がかなり判って

きました.この時期は約1万年前から9000年前まで

1000年間ほどに当たります.

この時期の代表的な石器である細石器は木･骨の側

面に溝を掘って細石刃などをはめこみ樹脂やアスファ

ルトで固定した組合せ石器(第97図)です.

日本の細石器は最近の発見で明らかになったのです

がその最初は八ケ岳東麓の矢田川遺跡でした.黒

輝石をおもた材料とした1000個ばかりの細石器カミロｰム

最上部ないし1コｰム直上面から出土したのです(第98図).

ですから洪積世の最終末約1万年近く前のものと思

われ窯す畠この石器は錆や短剣ときには鋸や餅とし

て使われ始め怒ものらしくアフリカやシベリアから

このよう抵綱有籍が木や動物の骨はうちごまれたままの

状態で出土し夜例もあるくらいです､

この矢田州遺跡は洞窟ではなくて圧陵地です.しか

し長崎県の福井洞窟(第99図)からは同じような細石

器がたくさん出土して九州も注目されるようになり

とくに日本では珍しい古い洞窟なのでゆきとどいた

調査が行なわれています.福井洞くつでの古人たちの

生活はそれでよくわかってきました.第100図を

みて下さい.これが彼らの生活の1部なのです.こ

の時代の私たちの先祖は石で作った鈷や槍を使っての

狩猟生活最後の氷期は峠をこしたとはいえまだ相当

に寒かった中で男も女もすべてカミ働き私有財産を認

めず泥棒もいない社会生活労働にすぐれた男と女が

ひきあう愛の生活を営んでいました.

さて次にくるものそれカミ縄文土器の時代とその文

化を作り上げた人々でしたカ三そろそろ話を次に移すた

めに他は考古学者にゆずることにしましょう.

(筆者は鉱床蔀)

第99図

福井洞くつ(無

土器時代末期の

洞くつ住居の典

型的なもの)

第100図

洞くつの生活

(旧石器時代の末期

今から約1万年前から

約9,000年までの約1,000年間

このようた生活がつづけられ液)

〔図説:地球の歴史から〕�


